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登
記
法
改
正
と
不
動
産
の
現
況
確
認

原

島

重

義

一、
二
、

三
、

四
、

問
題
の
所
在
（
「
現
況
確
認
」
論
の
方
法
論
）

「
現
況
碓
認
」
の
問
題
位
置
づ
け
と
、
改
正
法
の
技
術
的
措
置

「
現
況
確
認
」
の
目
的
と
、
　
「
現
況
確
認
」
の
不
正
確
か
ら
生
ず
る
弊
害
の
性
格

「
現
況
確
認
」
の
不
正
確
と
、
そ
の
弊
害
の
諸
形
態
。

一、

A
問
題
の
所
在
（
「
現
況
確
認
」
論
の
方
法
論
）

論説

　
不
動
産
上
の
権
利
関
係
が
登
記
上
明
確
に
公
示
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
礎
な
い
し
前
提
と
し
て
不
動
産
そ
の
も
の
が
正
確
に
登
記

上
に
表
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
不
動
産
の
表
示
と
実
物
と
の
符
合
を
も
つ

　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
み
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

て
、
登
記
の
有
効
要
件
の
問
題
と
見
る
立
場
か
ら
論
ぜ
ら
れ
て
来
た
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
を
、
訴
訟
の
場
に
お
い
て
当
該
登
記

の
対
抗
力
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
と
き
、
そ
の
前
提
問
題
と
し
て
、
登
記
上
の
不
動
産
の
表
示
と
実
体
と
の
く
い
ち
が
い
が
、
ど
の
て
い

ど
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
登
記
を
有
効
と
し
て
、
ひ
い
て
は
対
抗
力
を
肯
定
し
う
る
か
、
と
い
う
形
で
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

わ
ち
、
表
示
と
実
物
と
の
「
同
一
性
」
の
問
題
で
あ
っ
て
、
具
体
的
裁
判
規
範
を
定
立
す
る
た
め
の
解
釈
法
学
上
の
問
題
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
登
記
上
の
表
示
と
実
物
と
の
不
一
致
が
甚
だ
し
い
、
と
歎
か
れ
る
こ
と
す
で
に
久
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
っ
た

い
、
不
一
致
か
ら
生
ず
る
弊
害
は
何
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
自
体
、
真
正
而
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
っ
て
も
過
言
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聾ム
百冊 説

で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
不
一
致
の
原
因
を
融
き
わ
あ
、
不
一
致
の
除
去
の
可
能
性
な
い
し
方
策
を
検
証
す
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
不

動
産
の
「
現
況
確
認
」
の
問
題
は
、
も
は
や
訴
訟
の
場
に
限
局
さ
れ
な
い
予
防
法
学
（
＆
Φ
国
①
9
Φ
δ
ユ
霞
一
ω
℃
謡
侮
Φ
昌
N
）
上
の
問
題
で
あ

（一

j
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

り
、
か
つ
ま
た
私
法
上
の
不
動
産
取
引
と
い
う
場
を
超
え
た
綜
合
的
土
地
法
へ
の
展
望
を
要
求
さ
れ
る
問
題
で
も
あ
る
。
表
示
と
実
体
と

の
一
致
の
て
い
ど
は
、
　
「
同
一
性
」
の
視
点
に
お
い
て
は
、
そ
の
表
示
が
「
大
体
二
於
テ
事
実
ト
一
致
シ
依
テ
以
テ
事
実
ヲ
彷
彿
セ
シ
ム

ル
這
ル
モ
ノ
」
（
大
判
昭
和
四
・
四
・
六
別
集
八
巻
三
八
四
頁
参
照
）
で
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
解
し
か
』
不
動
産
の
「
現
況
確
認
」
の
視
点
か
ら
は
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ら

現
在
に
お
け
る
表
示
と
実
体
と
の
一
致
の
て
い
ど
そ
の
も
の
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
よ
り
正
確
な
ら
し
め
る
こ
と
が
出
発
点
と
な

％
と
－
に
今
次
の
不
動
産
登
記
法
の
改
正
（
昭
和
三
五
年
法
律
第
一
四
号
三
月
三
一
日
公
布
、
四
月
一
日
施
行
）
は
、
「
踏
舞
認
」
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
に
対
し
脅

た
あ
て
問
題
提
起
を
し
て
い
る
と
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
改
正
の
主
目
標
で
あ
る
登
記
と
台
帳
の
一
元
化
そ
の
も
の
が
、
登
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

お
よ
び
台
帳
に
お
け
る
不
動
産
の
表
示
の
不
一
致
を
無
く
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
「
現
況
確
認
」
問
題
を
中
心
と
し

　
　
（
五
）

て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
強
い
批
判
も
、
結
局
に
お
い
て
一
元
化
は
、
登
記
簿
・
台
帳
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
、
申

告
・
申
請
手
続
（
土
地
建
物
の
所
有
者
）
、
閲
覧
・
謄
抄
本
の
交
付
請
求
（
騒
読
掛
関
）
、
し
た
が
．
て
籍
所
霧
の
、
二
重
の
手
数
と
費
袈

省
く
こ
と
に
帰
著
し
、
し
か
し
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
、
層
登
記
に
お
け
る
「
現
況
確
認
」
が
よ
り
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ば
か

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ハ
　

り
で
な
く
、
阻
害
さ
れ
る
に
至
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
登
記
法
改
正
を
契
機
に
、
不
動
産
登
記
制
度
そ
の
も
の
に
対

す
る
新
た
な
視
角
を
据
え
た
こ
れ
ら
の
批
判
を
、
よ
り
実
り
あ
ら
し
め
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
　
「
現
況
確
認
」
問
題
を
真
正
面
か
ら
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
そ
こ
で
私
は
木
稿
に
お
い
て
、
改
正
登
記
法
に
関
連
し
て
、
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
ま
ず
、
　
「
現
況
確
認
」
と
は
い
っ
た
い
何
か
、
法

へ
　
　
へ

律
上
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
を
考
察
し
て
お
こ
う
と
思
う
。

（一

j
末
弘
「
予
防
法
学
と
し
て
の
民
法
学
」
（
嘱
服
毒
櫃
）
は
、
沙
翁
を
も
・
て
、
覆
社
会
に
榔
豚
作
業
与
え
る
こ
と
畜
的
と
す
る
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論説

　
　
法
規
の
一
つ
と
さ
れ
た
。

（
二
）
末
弘
「
毒
法
馨
的
研
究
の
必
要
」
（
唯
議
羅
）
参
照
。

（
三
）
　
す
な
わ
ち
、
「
同
一
性
」
判
定
の
基
準
は
、
た
と
え
ば
建
物
登
記
に
つ
い
て
は
、
「
其
ノ
相
違
ノ
程
度
、
拉
二
問
題
ト
為
レ
ル
実
在
ノ
建
物
以
外
二

　
　
敷
地
ノ
地
番
及
建
坪
共
登
記
簿
ノ
表
示
二
該
当
ス
ル
建
物
が
別
二
存
在
ス
ル
や
否
等
、
諸
般
ノ
事
情
ヲ
調
査
シ
テ
始
メ
テ
之
ヲ
決
ス
ル
ヲ
得
ベ
キ
具

　　

ﾌ
的
ノ
妻
二
外
ナ
ラ
ズ
」
（
大
判
昭
和
一
〇
・
一
〇
。
一
民
集
一
四
巻
＝
ハ
七
一
頁
）
、
と
さ
れ
る
。
商
量
し
に
関
す
る
判
例
に
つ
き
、
舟
橋
「
不
動
蓉
記
の
現
行
判

　
　
例
法
」
　
（
時
報
六
巻
一
号
）
の
研
究
が
あ
る
。

（
四
）
　
問
題
は
現
在
に
お
け
る
改
善
の
重
要
性
を
ど
う
み
る
か
、
そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
行
く
か
、
に
あ
る
。

（
五
）
　
も
っ
と
も
、
一
元
化
作
業
は
昭
和
四
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
完
成
の
予
定
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
法
務
大
臣
に
よ
る
各
登
記
所
ご
と
の
完
了
日
指

　　

閧
ﾉ
よ
縦
そ
の
時
か
ら
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
法
附
則
二
一
条
）
。

（
六
）
改
正
肇
批
判
と
し
て
、
渡
辺
洋
三
「
登
記
簿
と
ム
ロ
帳
の
晃
化
問
題
」
（
≠
影
ト
〉
・
同
「
ふ
た
た
び
登
記
讐
台
帳
の
一
元
化
問
碧

　
　
つ
い
て
」
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
八
号
）
、
伊
藤
覆
「
改
渠
黒
髪
記
法
の
棲
法
的
考
察
」
（
講
顯
三
）
、
杉
之
原
舜
＝
登
記
讐
台
帳
の
一
元

化
に
つ
い
て
」
（
四
三
巻
一
号
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
批
判
の
論
拠
に
差
異
が
あ
る
が
、
共
通
点
の
；
と
し
て
委
の
如
く
要
約
ぎ
よ
う
。

（
七
）
　
こ
れ
ま
で
、
私
が
述
べ
た
よ
う
な
意
味
で
、
　
「
現
況
確
認
」
に
取
組
ん
だ
文
献
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
わ
ず
か
に
、
香
川
保
一
「
登

記
制
度
の
将
来
」
（
な
か
で
も
、
箆
一
、
不
動
産
の
特
定
明
確
化
の
問
題
、
登
記
研
究
一
〇
〇
号
八
三
頁
以
下
）
、
登
記
制
度
研
究
会
「
不
動
産
登
記
は
い
か
に
行
わ
れ
て
い
る
か
」
（
雛
講

　　

ｫ
三
）
、
我
藁
ほ
か
「
不
動
産
の
登
認
」
（
編
纏
齢
鮎
蝦
嚢
野
郭
杯
）
、
な
ど
に
す
ぎ
な
い
。

ま
ず
、

　
　
　
　
　
二
、
　
「
現
況
確
認
」
問
題
の
位
置
づ
け
と
、
改
正
法
の
技
術
的
措
置

「
現
況
確
認
」
問
題
の
位
置
づ
け
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
登
記
簿
（
な
い
し
従
来
は
台
帳
）

の
公
示
が
実
体
を
正
確
に
反
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論　説

映
し
て
い
な
い
、
と
い
わ
れ
る
場
合
に
、
次
の
三
つ
の
場
合
が
あ
り
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
第
一
に
、
登
記
に
よ
る
公
示
と
実
体
と
の
間
に
不
一
致
が
み
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
を
二
つ
に
分
つ
必
要
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
，
回
不
動
産
の
業
ど
市
況
が
不
二
の
場
合
。
た
と
え
ば
、
表
示
上
の
壷
の
所
在
や
地
積
（
不
三
法
七
八
条
参
照
、
旧
土
地
台
帳
法
五
条
に
同
じ
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

が
実
際
の
そ
れ
と
異
．
て
い
た
り
、
表
示
上
の
建
物
の
所
在
地
番
や
種
類
・
構
造
・
床
瓢
（
不
工
法
九
一
条
参
照
、
旧
家
屋
台
帳
法
四
条
に
同
じ
）
が
実
際
の
そ
れ

と
異
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
現
況
確
認
」
の
問
題
で
あ
る
。
個
　
同
じ
く
登
記
に
よ
る
公
示
と
実
体
の
不
一
致
が
あ
る
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て
も
、
不
動
産
に
つ
い
て
の
権
利
関
係
の
公
示
と
、
実
体
す
な
わ
ち
真
実
の
権
利
関
係
と
の
間
に
不
一
致
が
あ
る
場
合
の
問
題
は
、
　
「
現

況
確
認
」
と
区
別
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
藷
原
因
た
る
事
実
（
物
権
変
動
）
が
な
い
に
も
か
か
わ
・
り
ず
、
そ
れ
を
あ
る
と
し
て
登
記
し
た
場
合

や
、
他
人
所
有
の
不
動
産
に
つ
き
不
法
箋
記
し
た
場
合
さ
ら
に
は
、
所
有
権
者
で
な
い
藷
簿
上
の
名
菱
（
仮
装
売
買
の
買
主
・
表
見
相
続
人
な
ど
）

の
し
た
登
記
、
な
ど
こ
れ
に
当
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
登
記
の
「
公
信
力
」
を
認
む
べ
き
か
否
か
の
問
題
を
提
起
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
　
へ
　
　
　
の

　
第
二
に
、
登
記
に
よ
る
公
示
と
実
体
と
に
不
｝
致
は
な
い
が
、
公
示
の
範
囲
が
実
体
の
全
部
を
反
映
し
て
い
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、

登
記
簿
上
の
権
利
が
登
記
簿
に
書
か
れ
て
い
な
い
権
利
関
係
（
と
く
に
用
益
権
）
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
場
合
に
も
、
登
記
に
よ
る
公
示

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
十
分
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
借
家
法
一
条
の
借
家
権
、
明
認
方
法
に
よ
る
立
木
．
果
実
所
有
権
、
権
原
に
よ
り

不
動
庭
附
属
さ
せ
た
物
の
所
有
権
（
嶽
麺
、
建
物
保
護
迭
条
に
よ
る
鑑
権
な
ど
は
、
藷
に
よ
．
て
公
示
さ
れ
な
い
（
鮪
靴

罐
野
鶴
獺
薙
雛
よ
）
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
藷
の
「
公
示
力
」
の
限
界
の
懸
で
あ
．
て
、
現
況
確
認
し
の
問
題
と
は

区
別
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ぼ
　
　
　
へ

　
そ
れ
で
は
、
い
ち
お
う
、
こ
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
「
現
況
確
認
」
の
た
め
の
、
改
正
登
記
法
に
お
け
る
技
術
的
改
善
の
め
ぼ
し
い
点

を
見
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
こ

登
記
簿
の
表
題
部
は
台
帳
と
同
じ
蜷
を
も
つ
も
の
で
（
登
記
と
台
帳
の
一
元
化
。
従
来
の
台
帳
登
録
に
相
当
す
る
登
記
は
、
「
不
動
産
の
表
示
」
に
関
す
る
登
記
と
し
て
、
　
「
不
動
産
の
権
利
」
に
関
す
る
登
記
と
区
別
さ
れ
る
）
、
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従
来
の
よ
う
に
登
記
・
台
帳
そ
れ
ぞ
れ
の
表
示
の
間
の
不
一
致
は
起
り
え
な
い
か
ら
、
登
記
簿
上
の
不
動
産
の
表
示
が
実
体
H
現
況
と
合

　
致
す
る
こ
と
だ
け
が
問
題
と
な
る
こ
と
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

　　

ﾖ
合
併
登
記
の
制
限
（
不
登
法
八
一
条
ノ
三
、
九
三
条
ノ
四
参
照
）
従
来
、
所
有
権
の
藷
以
外
の
権
利
の
登
記
が
あ
る
土
地
建
物
、
た
と
え
ば
、
所
有

　
権
移
転
の
仮
登
記
あ
る
土
地
や
、
抵
当
権
の
登
記
あ
る
建
物
と
、
他
の
土
地
・
建
物
と
の
合
併
登
記
が
可
能
で
あ
っ
た
。
か
く
て
合
併
に

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
よ
っ
て
、
一
個
と
な
っ
た
土
地
。
建
物
の
一
部
忙
権
利
が
成
立
し
、
権
利
の
対
象
た
る
部
分
が
明
瞭
で
は
な
く
な
り
、
ひ
い
て
は
、
た
と

　
　
え
ば
抵
当
権
実
行
の
さ
い
の
障
害
に
な
る
場
合
が
あ
っ
た
。
改
正
後
は
、
地
役
権
登
記
の
あ
る
承
役
地
と
他
の
土
地
の
合
併
の
場
合
を
除

　
き
・
需
的
に
合
併
を
制
限
し
て
、
一
物
一
権
二
不
動
甦
登
記
用
紙
主
義
（
法
一
五
条
）
を
徹
底
し
た
。

　
　
鋤
土
地
の
一
部
に
対
す
る
地
上
権
お
よ
び
採
石
権
登
記
の
排
除
（
法
二
一
条
、
＝
三
二
条
参
照
）
従
来
は
、
登
記
事
項
中
に
「
設
定
ノ
範
囲
」
と

　　

ｵ
て
設
定
登
記
が
可
能
で
あ
．
た
（
旧
法
＝
一
条
、
一
二
七
条
ノ
ニ
）
．
し
か
し
こ
れ
で
は
権
利
の
目
的
た
る
部
分
の
確
溺
㈹
が
困
難
で
あ
．
た
の
で
、
改

　
　
正
法
で
は
二
面
の
土
地
全
部
に
つ
い
て
の
み
可
能
と
な
っ
た
（
離
携
鵡
撚
礎
甥
録
諜
辮
郷
郷
製
隷
灘
婦
灘

鼻翼

ﾊ
鋤
編
則
）
・
し
た
が
．
て
、
こ
㊨
ら
用
益
権
の
存
す
る
部
分
と
存
し
な
い
部
分
に
分
筆
藷
を
し
た
の
ち
で
な
け
れ
ば
、
登
記

　
　
し
え
な
鵬
～
物
扉
二
不
動
塵
登
記
用
紙
主
義
の
徹
底
た
る
こ
と
前
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
・

　　

@
⑧
図
面
の
霧
葉
、
い
わ
ゆ
る
公
図
（
旧
土
地
台
帳
法
施
行
細
則
二
条
）
の
ほ
か
は
、
申
告
者
に
対
し
土
地
所
在
図
・
緩
測
量
図
（
罰
鞍
産
条
）

　
　
お
よ
び
家
屋
所
在
図
客
僧
平
而
図
（
旧
家
屋
台
帳
法
施
行
細
則
五
条
二
、
三
項
）
の
添
附
が
要
求
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
改
正
法
は
、
登
記
申

請
誉
者
に
図
面
に
竺
定
の
縮
尺
を
毒
す
る
と
と
も
に
、
土
地
図
綴
込
帳
と
建
物
図
纏
込
帳
（
離
婁
魏
離
昇
緬
攣
饗

を
正
式
に
籍
簿
の
附
属
難
と
し
て
（
法
一
七
条
参
照
）
、
永
久
保
存
し
（
鑓
配
）
、
一
般
の
閲
覧
を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
（
挫
豹
曜
m
三
）
吃

説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
図
面
の
整
備
、
さ
ら
に
は
土
地
家
屋
調
査
士
の
利
用
に
よ
っ
て
、
一
筆
の
土
地
・
一
個
の
建
物
ご
と
の
現
況
確
認

払
柵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
・
　
　
…

　
　
は
一
応
改
善
さ
れ
る
点
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
暫
定
性
・
仮
定
性
は
や
は
り
免
れ
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
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論説

正
確
度
は
結
履
惣
芋
餌
の
鍛
に
よ
．
て
の
み
（
蟻
壁
遜
決
せ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
土
調
査
法
（
鰯
蘇
法
）

に
も
と
つ
く
地
籍
調
査
や
、
土
地
改
良
。
都
市
計
画
に
お
け
る
換
地
指
定
の
実
際
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
た
め
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

必
ず
一
定
範
囲
の
区
画
全
体
に
つ
い
て
一
挙
に
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
さ
い
必
ず
生
ず
る
地
積
不
足
に
つ
い
て
各
土
地
所
有
者
間
の
妥

轍
整
を
は
か
り
な
が
ら
決
定
す
る
か
（
「
隣
地
所
有
者
承
諾
書
」
を
と
っ
て
ゆ
く
）
、
豚
境
界
に
よ
る
地
積
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
責
こ

れ
ら
図
面
に
よ
る
現
況
確
認
は
、
地
籍
調
査
（
聯
肌
区
）
を
ま
た
ず
し
て
は
、
お
の
ず
か
ら
限
度
が
あ
戦
実
益
も
ま
た
そ
れ
と
簸
ハ
つ

た
（
暫
定
的
・
仮
定
的
な
が
ら
）
も
の
が
あ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
と
く
に
建
物
に
つ
い
て
は
、
移
転
・
改
築
・
増
築
の
場
倉
も
図

面
を
提
出
す
べ
き
霧
が
あ
る
が
（
曇
霞
二
）
、
ど
れ
ほ
ど
実
行
さ
れ
る
か
、
ま
た
登
記
官
吏
の
職
権
調
査
が
ど
れ
だ
け
徹
底
す
る
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヒ
）

い
ぜ
ん
と
し
て
こ
れ
ま
で
と
変
ら
ぬ
問
題
が
残
る
。

　
以
上
改
正
法
の
技
術
的
改
善
の
基
底
に
も
、
す
で
に
一
不
動
産
一
登
記
用
紙
主
義
徹
底
の
問
題
、
図
面
の
正
確
度
の
問
題
、
申
請
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

者
な
い
し
調
査
権
限
者
の
調
査
実
行
の
可
能
性
の
問
題
な
ど
が
、
そ
こ
に
あ
る
こ
と
が
観
取
さ
れ
る
。

（一

j
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
藷
は
、
従
来
の
台
帳
登
録
の
精
を
も
2
職
権
登
記
の
可
能
（
麩
』
）
、
登
記
に
対
抗
力
芒
、
一
ヶ
月
以
内

　　

@
の
申
請
義
務
（
け
怠
に
対
す
る
一
万
円
以
下
の
過
料
。
削
回
○
条
一
項
、
九
三
条
一
項
、
一
五
九
条
ノ
ニ
参
照
。
）
、
そ
の
他
。

（
二
）
盆
は
か
く
て
用
益
権
の
対
抗
力
取
得
の
た
め
の
前
提
要
件
と
な
・
た
（
鎌
≠
翻
骸
灘
翻
雛
編
濡
事
蜴
舘
野
鶉
甥
）
。

　
　
　
土
地
の
一
部
に
対
す
る
事
実
上
の
用
益
権
と
、
公
示
に
よ
る
観
念
化
し
た
用
益
権
の
乖
離
の
現
象
が
新
た
に
生
じ
よ
う
。

（
三
）
登
記
用
遊
説
部
に
地
図
番
号
欄
ま
た
垂
物
雲
海
番
号
欄
を
馨
し
て
（
到
勤
縣
ノ
）
、
図
面
綴
込
帳
の
参
照
を
便
利
に
し
た
。
ち
な

　　

@
み
に
、
建
物
登
記
簿
は
、
従
来
（
旧
家
屋
台
帳
）
、
家
屋
番
号
ご
と
に
公
書
れ
て
い
た
が
、
改
正
に
よ
・
豪
屋
番
号
そ
の
も
の
干
物
鑑
の
地
番

　
　
　
と
一
致
さ
せ
る
よ
う
改
・
め
ら
れ
る
の
で
、
地
番
に
よ
る
索
引
が
可
能
と
な
っ
た
。

（
四
）
調
査
士
の
鷹
の
調
奪
測
量
に
対
し
て
は
行
別
上
の
監
饗
ら
び
に
罰
則
を
も
．
て
規
制
す
る
（
誌
蓋
認
識
・
三
、
）
。
し
か
し
以
下
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本
文
に
の
べ
る
客
観
的
制
約
、
さ
ら
に
は
、
不
動
産
の
表
示
の
籍
が
な
お
課
税
台
帳
た
る
実
質
を
も
・
て
い
る
点
か
ら
の
制
約
（
轍
欝
鰭
賠

櫻
驚
三
編
）
奮
、
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
五
）
盤
府
経
済
企
画
庁
所
管
の
も
と
に
・
巖
柿
助
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
（
世
事
）
が
実
施
し
て
劉
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
全
国
完
陛

　
　
四
五
〇
年
か
か
る
と
い
う
。
杉
之
原
前
掲
一
九
頁
。

（
六
）
　
換
地
処
分
に
よ
る
換
地
確
定
図
の
送
付
を
受
け
て
、
登
記
所
は
地
図
を
変
更
し
て
行
く
が
、
地
籍
調
査
よ
り
も
進
行
速
度
が
早
く
、
よ
り
期
待
で

　
　
き
る
。

（
七
）
　
登
記
所
に
対
す
る
予
算
、
人
員
の
増
加
て
い
ど
は
悲
観
的
解
答
を
し
か
与
え
な
い
。
昭
和
三
四
年
度
の
事
件
数
は
昭
和
二
六
年
度
の
約
四
．
一
二

　
　
倍
で
あ
る
の
に
、
従
事
職
員
数
の
増
加
は
三
％
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
日
本
経
済
発
展
の
蹟
行
性
の
行
政
事
務
へ
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
。
三
四
回
国
会

　
　
参
議
院
法
務
委
員
会
議
録
八
号
二
一
頁
以
下
、
杉
之
原
前
掲
一
四
頁
以
下
参
照
。

（
八
）
　
渡
辺
、
伊
藤
、
杉
之
原
前
掲
論
文
は
こ
の
最
後
の
問
題
を
対
象
と
し
て
い
る
。
以
下
私
は
、
現
況
確
認
の
不
正
確
と
そ
の
弊
害
と
を
、
一
不
動
産

　
　
一
登
記
用
紙
主
義
を
基
準
に
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
　
「
現
況
確
認
」
の
目
的
と
、
　
「
現
況
確
認
」
の
不
正
確
か
ら
生
ず
る
弊
害
の
性
格

　
　
　
　
「
現
況
確
認
」
は
何
の
た
め
ん
必
要
か
、
逆
に
い
え
ば
、
現
況
確
認
の
今
日
の
状
態
の
ま
ま
で
は
ど
ん
な
弊
害
が
生
じ
て
い
る
か
、
に

　　

ﾎ
し
て
直
ち
に
答
え
る
こ
と
鏡
帯
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
．
な
ぜ
な
ら
、
蘇
攣
憲
雛
た
る
不
動
産
藷
簿
（
そ
の
表
示
の
部
分
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
た
ん
に
私
的
取
引
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
第
一
に
公
物
法
の
領
域
で
v
特
定
の
土
地
の
公
共
性
確
保
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
土
地
の
私
権
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払雨冊 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

に
よ
り
、
土
地
の
開
発
・
保
全
お
よ
び
そ
の
高
度
利
用
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
公
法
的
規
律
を
加
え
る
前
提
と
し
て
の
「
現
況
確
認
」

に
も
利
用
さ
れ
三
遍
黙
鍛
雛
登
）
。
第
三
に
、
固
定
資
霧
笙
の
た
め
の
現
況
確
認
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
（
翻
鶉
難

難
点
薦
秘
書
）
。
し
た
が
．
て
、
現
在
の
現
況
確
認
の
綜
A
・
的
な
批
判
は
、
こ
の
よ
う
に
多
様
な
晶
に
照
・
り
し
て
、
実
証
的

に
検
討
し
て
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
私
は
、
い
ま
こ
こ
で
は
、
私
法
上
の
問
題
に
限
定
し
て
考
察
す
る
ほ
か
な
い
。

不
動
産
登
記
簿
に
よ
る
現
況
確
認
（
「
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
登
記
」
）
は
、
私
法
上
の
紛
争
を
慰
し
、
か
つ
、
発
生
し
た
紛
争
蘇
決
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ

基
準
を
提
供
す
る
こ
と
を
終
局
の
目
的
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ま
ず
、
現
況
確
認
が
も
つ
意
味
は
、
こ
れ
ら
の
紛
争
の
場
で
検
討
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
う
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
は
、
隣
地
所
有
者
間
の
境
界
に
関
す
る
紛
争
で
、
登
記
に
よ
る
現
況
確
認
の
果
す
役
割
の
問
題
。
第
二
に
、

一
盤
不
動
産
を
あ
ぐ
る
紛
争
で
の
・
証
拠
方
法
と
し
て
の
登
記
上
の
表
示
の
評
価
（
い
わ
ゆ
る
登
記
の
推
定
力
）
の
問
塗
第
三
に
も
っ
と
も
墨
な

の
は
、
不
動
産
取
引
（
売
買
、
担
保
、
用
益
な
ど
）
に
よ
る
権
利
取
得
（
糟
糠
鮒
が
麟
灘
綻
冤
借
）
の
熱
か
を
め
ぐ
る
紛
争
の
場
面
で
あ

る
・
す
な
わ
ち
登
記
に
よ
る
現
況
確
認
（
懸
纏
）
と
実
体
と
が
異
．
て
い
る
と
き
、
登
記
簿
上
に
野
球
架
動
産
を
目
的
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

権
利
の
登
記
が
、
実
体
を
目
的
と
す
る
権
利
と
し
て
対
抗
力
を
与
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
。
も
し
、
ω
対
抗
力
を
肯
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
み

さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
け
っ
き
ょ
く
対
抗
力
は
表
示
外
の
不
動
産
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
か
ら
、
紛
争
の
相
手
方
、
す
な
わ
ち
、
表
示
を
信
頼

し
た
者
（
蝶
善
業
雛
鰍
蠣
毎
が
不
利
講
論
奢
る
。
血
潮
確
認
の
不
＋
分
さ
は
、
か
く
し
て
祭
忍
蟹
の
問
攣
新
た

に
こ
ひ
き
お
爽
α
ご
も
し
、
回
対
抗
力
が
否
定
さ
れ
た
と
き
は
、
対
抗
力
は
表
示
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
か
、
な
い
し
表
示
の
全
部
に
つ
い
て

否
定
さ
れ
る
（
後
者
は
、
た
と
え
ば
、
二
重
保
存
登
記
の
場
合
に
生
ず
る
。
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
）
．
か
く
て
、
瀦
取
得
の
登
記
を
し
た
煮
畷
わ
ち
表
一
不
を
鱗
に
信
頼
し
た
者
が
不

利
益
を
蒙
む
る
。
公
信
力
の
問
題
と
さ
れ
る
事
例
に
類
似
す
る
一
場
合
を
新
た
に
附
加
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
況
確
認
の
不
正
確
か

ら
生
ず
る
弊
害
で
あ
る
。
（
弊
害
の
よ
り
詳
細
な
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
次
節
四
参
照
）

と
こ
ろ
で
、
登
記
に
よ
る
不
動
産
の
表
示
は
、
天
動
些
登
記
要
塞
礎
と
す
る
（
イ
懸
）
．
い
う
ま
で
も
な
文
不
動
肇
の
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物
権
は
、
そ
の
排
他
性
の
故
に
（
そ
の
本
質
は
、
不
動
産
所
有
権
の
商
品
性
（
こ
れ
を
前
提
と
し
て
抵
当
権
も
成
立
し
う
る
。
）
、
お
よ
び
不
動
産
用
益
権
の
強
化
（
物
権
化
現
象
）
に
あ
る
。
）
、
一
葉
懸
樋
と
し
て
現
わ

　
　
れ
る
。
一
物
⊥
不
動
産
は
、
罫
璽
地
・
淑
髪
物
と
し
て
公
塗
（
改
正
以
後
は
、
不
動
産
登
記
簿
に
よ
る
Q
）
の
確
認
を
通
し
て
特
定
さ
れ
る
（
鮒

　
　
禦
酵
煙
野
際
登
）
。
し
か
し
↓
不
動
産
と
し
て
公
簿
上
確
認
す
る
た
め
の
癬
静
蒙
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
登
記
は
不

　
　
動
産
取
引
（
用
益
権
の
強
化
の
場
合
を
も
含
め
て
）
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
り
、
特
定
の
た
め
の
鵜
静
菰
も
、
獅
主
伽
と
み
ら
れ
る
も
の
、
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
土
地
を
そ
の
自
然
的
形
状
に
従
っ
て
ど
の
部
分
が
取
引
上
一
体
か
を
決
定
す
る
か
は
ほ
と
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
、
　
…
　

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
・
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヒ
）

　
　
不
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
所
有
者
の
意
思
の
ま
ま
に
区
劃
さ
れ
る
。
建
物
は
土
地
に
比
較
し
て
用
法
上
一
体
性
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ

　
　
れ
と
て
も
、
た
と
え
ば
事
務
所
を
主
建
物
と
し
、
工
場
建
物
・
倉
庫
を
附
属
建
物
と
し
て
一
体
・
一
個
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
そ
の

　
　
中
の
附
属
建
物
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
所
有
者
の
意
思
で
別
個
の
建
物
と
し
て
取
引
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
公
簿
上
の
確

　
　
認
の
拠
り
所
と
な
る
容
観
的
規
準
が
あ
い
ま
い
な
上
に
、
所
有
者
の
意
思
に
よ
る
自
由
な
区
分
に
よ
っ
て
、
登
記
上
の
一
不
動
産
が
事
実

　
　
上
は
数
個
で
あ
．
た
り
、
衙
の
不
動
産
が
登
記
上
は
数
個
と
な
る
原
因
を
つ
く
る
（
後
述
四
を
参
照
）
。
こ
の
よ
う
に
姦
的
基
準
が
あ
い
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
で
あ
る
以
上
、
現
況
確
認
の
正
確
さ
の
技
術
的
・
制
度
的
担
保
に
は
お
の
ず
か
ら
限
度
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
結
局
は
、
国
民
の
法
意
識

　
　
を
ど
れ
だ
け
現
況
確
認
へ
引
き
つ
け
る
か
、
そ
の
経
済
的
条
件
が
成
熟
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
と
、
登
記
官
吏
の
職
権
調
査
が
ど
れ
だ
け

　
　
徹
底
し
て
行
わ
れ
る
か
に
依
存
す
る
。

　
　
　
登
記
官
吏
の
職
権
調
査
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
悲
観
的
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
（
自
注
の
参
召
δ
）
、
ま
た
法
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ヴ
エ
ー
レ
悪
法
意
識
の
存
在
を
無
視
で
き
な
い
。
　
と
く
に
土
地
家
屋
が
所
有
者
に
と
っ
て
取
引
の
対
象
と
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ず
、
た
ん
に
家
産
た
る
意
義
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り
は
、
公
示
の
必
要
が
な
く
、
公
示
に
よ
る
観
念
的
不
動
産
物
権
の
成
立
が
妨
げ
ら
れ
、

説
公
示
を
前
提
と
す
る
現
況
確
認
の
必
然
性
も
な
い
・
た
だ
・
不
動
産
の
現
実
的
支
配
を
も
っ
て
足
㍍
脚
取
増
募
窺
況
確
認
●
公
示

論　
　
と
い
う
法
意
識
に
い
ま
だ
な
じ
ま
な
い
層
を
、
む
り
や
り
引
き
つ
け
る
こ
と
を
や
め
る
意
味
か
ら
も
、
不
動
産
取
引
の
た
め
の
現
況
確
認

27　（2・3●4・51）　167



㌧

　　

ﾆ
、
他
の
目
的
の
た
め
の
そ
れ
（
た
と
え
ば
、
徴
税
目
的
）
と
を
原
理
的
に
区
別
・
分
離
す
る
こ
と
は
、
藷
職
員
の
器
量
を
へ
ら
し
職
権
調
査
の

．
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
徹
底
を
は
か
る
と
い
う
こ
と
以
上
の
合
理
的
根
拠
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

論　　

@
（
一
）
境
界
確
定
町
費
お
け
る
「
薪
産
表
不
蘭
ス
ル
登
記
」
の
籍
的
艘
は
、
蕨
的
に
は
（
繋
業
風
㍊
響
鰭
）
、
現
状
か
ら

　　

@　

@
み
て
、
徳
喪
い
、
と
い
・
て
よ
い
．
ま
さ
に
前
述
の
ご
と
氏
黒
黒
襯
の
）
、
こ
の
表
示
は
、
罫
重
の
確
認
が
こ
え
る
こ
と
の
で

　　

@　

@
き
ぬ
限
界
を
も
．
た
も
の
で
あ
り
、
あ
た
か
も
こ
の
紛
争
の
解
決
は
、
地
籍
調
査
（
聯
肌
区
）
の
場
合
と
同
輩
、
そ
の
限
界
を
こ
え
た
平
而
で

　　

@　

@
の
解
決
、
つ
ま
り
、
最
後
的
に
蔭
地
所
有
蕎
の
添
轍
と
い
う
籍
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
（
イ
寸
言
牲
詐
斜
齢
礁
楚
譲

　　

@　

@
嚢
欝
講
細
魚
寡
書
舗
齢
喉
ど
濫
蝋
型
あ
）
。
か
毛
、
こ
の
訴
の
性
婆
判
例
の
よ
乏
（
腔
雛
、
論
甥

　　

@　

@
硫
竺
謹
書
編
首
蓋
恥
）
、
所
有
簾
認
訴
訟
と
す
る
こ
と
は
、
紛
争
解
決
方
法
の
実
態
を
い
ち
ぢ
る
し
く
無
視
す
る
も
の
と
い
わ

　　

@　
@
ざ
る
を
え
な
い
（
学
説
は
一
般
に
形
式
的
形
成
訴
訟
と
す
る
。
　
簿
本
「
経
界
ノ
訴
訟
ヲ
論
ス
」
　
（
民
事
訴
訟
法
の
諸
問
題
八
一
頁
以
下
）
、
兼
子
「
民
事
訴
訟
法
休
系
」
一
四
六
頁
、
三
カ
月
「
民
事
訴
訟
法
」
五
三
頁
な
ど
。
）
。
さ
ら
に
、
山
林
所

　　

@　

@
有
の
よ
乏
、
土
地
上
の
権
利
の
、
観
念
化
の
段
階
に
芒
な
い
ゲ
ヴ
、
－
レ
的
支
配
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
（
後
出
註
び
（
九
）
（
郵
閣
よ
）
、
紛
争
解

　　

@　
@
決
結
果
の
暫
径
・
鑑
裳
承
認
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
（
し
た
が
っ
て
、
事
実
的
支
配
の
変
化
を
理
由
と
し
て
ふ
た
た
び
訴
を
提
起
し
、
紛
争
解
決
を
は
か
る
必
要
が
あ
ろ
う
Q
）
。
こ
の
よ
う
に
ゲ
ヴ
ェ

　
　
　
　
　
ー
レ
的
支
配
の
段
階
で
は
、
登
記
簿
上
の
現
況
確
認
が
実
体
と
乖
離
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
資
料
的
価
値
の
小
な
る
こ
と
、
も
っ
と
も
は
な
は
だ

　
　
　
　
　
し
い
で
あ
ろ
う
Q

　　

@
（
二
）
推
定
は
聡
鋳
た
る
民
古
聖
の
問
題
で
あ
り
、
保
存
登
記
（
鶉
撫
瀾
）
な
き
限
り
、
表
示
登
記
に
よ
る
推
定
は
あ
り
え
な
い
（
躍
帥

　　

@　

@
鯉
罐
ザ
講
雪
線
墜
・
ま
た
、
す
で
に
保
存
籍
が
な
さ
れ
て
い
る
場
盒
、
権
利
の
対
象
と
な
る
土
地
の
範
囲
が
争
点
と
な
・
た

　
　
　
　
　
と
き
は
、
ま
さ
に
、
本
文
第
三
の
間
題
な
の
で
あ
っ
て
、
次
節
四
に
詳
述
す
る
。
ち
な
み
に
、
登
記
簿
推
定
力
が
問
題
と
な
る
多
く
の
事
例
は
、
権

　　

@　

@
利
取
得
の
要
件
斐
た
る
奮
原
因
の
存
在
議
定
す
る
場
合
で
あ
る
（
懸
都
嘱
葡
慰
霊
饗
高
熱
凝
瞥
観
覇
嵌
辮
欄

　　

@　

@
鯵
）
。
か
つ
ま
た
こ
の
場
合
に
、
権
利
雑
説
に
対
す
る
批
判
が
見
ら
れ
三
鰭
虚
誕
薙
励
朋
）
。

　
　
　
（
三
）
　
前
節
二
の
冒
頭
、
現
況
確
認
間
題
の
位
置
づ
け
、
を
参
照
。
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論　説

（
四
）
　
前
註
に
同
じ
。

（
五
）
主
物
・
従
物
の
一
体
性
（
縫
八
）
、
さ
ら
に
は
附
合
の
並
倉
お
け
る
取
引
上
の
一
体
性
・
独
立
性
（
撃
雑
器
和
習
難
聖
）
の

　
　
理
論
が
参
照
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
一
不
動
産
一
登
記
用
紙
主
義
に
い
て
は
、
解
釈
法
学
の
観
点
か
ら
の
、
舟
橋
「
不
動
産
登
記
法
」
四
九

　
　
頁
以
下
参
照
。

（
六
）
　
か
り
に
、
土
地
の
自
然
的
・
客
観
的
性
状
に
よ
り
取
引
上
の
一
体
性
が
規
定
さ
れ
固
定
化
さ
れ
る
な
ら
、
所
有
者
の
意
思
が
作
用
す
る
余
地
が
な

　
　
い
。
表
示
と
実
体
と
の
乖
離
の
主
要
原
因
の
一
つ
は
消
滅
す
る
。
分
筆
・
合
筆
登
記
が
制
定
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
公
簿
上
の
区
分
．
表
示

　
　
の
拠
り
所
そ
の
も
の
（
延
享
の
）
が
所
薯
の
意
思
に
あ
る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
（
韓
伽
）
表
示
に
よ
る
現
況
確
認

　　

i取
�
纉
ﾆ
立
、
取
引
上
合
体
）
は
、
ま
・
た
く
癖
禺
の
た
め
で
あ
．
て
、
理
論
上
は
、
た
と
え
ば
、
そ
れ
じ
た
い
は
固
定
資
産
税
徴
税
禺
の
た
め
に
は

不
要
で
あ
三
総
糠
．
馨
淋
錺
瞥
擁
蔦
鎗
黙
黙
灘
雌
郷
魏
螺
磁
輪
読
墜
落
舗
駿
観
畷
酵
錨

　　
?
業
雛
能
筆
贈
号
に
）
。
厳
密
に
は
、
現
況
確
認
の
籍
・
内
容
は
そ
の
目
的
に
し
た
が
い
決
定
さ
れ
、
か
つ
異
る
も
の
で
あ
る
。

（
七
）
　
効
用
上
一
体
と
し
て
利
用
さ
れ
る
状
態
に
あ
る
数
棟
の
家
屋
は
、
所
有
者
の
意
思
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
、
一
個
の
家
屋
と
す
る
。
ほ
か
に
客
観
的

　
　
基
準
と
し
て
、
行
政
区
画
を
異
に
す
る
区
域
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
と
き
、
道
路
溝
．
渠
な
ど
を
隔
て
て
存
在
す
る
と
き
は
、
別
個
の
家
屋
と
し
て
取

　　

ｵ
わ
れ
る
（
家
屋
台
帳
事
務
取
扱
．
要
領
、
昭
和
二
九
・
六
・
三
〇
民
事
甲
第
一
、
三
一
二
号
法
務
省
民
事
局
長
通
達
参
照
）
。

（
八
）
す
で
に
民
法
典
臭
が
（
煮
鶴
払
鰍
）
、
公
示
を
前
提
と
す
る
鰯
禽
所
有
権
成
立
の
一
角
を
崩
し
て
い
三
二
桜
概
鮨
購

　　

X
講
総
峨
薩
空
裏
㎏
ロ
一
．
．
－
）
。
判
例
ま
た
、
土
地
の
蔀
の
蟻
糠
を
み
と
め
（
翻
眠
聾
華
粧
竺
灘
ま
謹
蜷

町
滲
）
、
さ
遊
淋
喫
蟄
薯
間
で
は
土
地
の
蔀
の
霧
を
み
と
め
る
（
黙
騒
鑑
㌔
．
「
鞭
堪
擁
開
蔽
が
鱗
㍊
娠

　　

ｾ〃

ﾁ
漉
即
滅
ザ
蜥
鮪
部
署
偽
拶
卿
駆
紛
摺
窃
繊
陪
慰
服
ア
淀
馳
勘
糀
卿
秘
3
『
、
差
過
配
踊
飴
燃
粒
嵌
↓
か
難
講
…
り
）
。

（
九
）
　
農
村
部
の
山
林
・
農
地
の
境
界
・
地
積
の
不
正
確
は
そ
の
反
映
。
建
物
保
護
法
一
条
の
対
抗
力
を
そ
な
え
る
要
件
た
る
建
物
保
存
登
記
も
、
建
物

　　

鰹
窒
ｪ
住
む
か
ぎ
り
李
が
行
わ
れ
な
い
箋
（
東
大
宅
地
住
宅
研
究
会
の
東
京
都
台
東
区
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
五
四
％
が
無
登
記
。
他
人
に
賃
貸
す
れ
ば
、
二
九
％
に
減
少
す
る
。
）
も
、
こ
れ
を
裏
書
す
る
．
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一面冊 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（一

Z
）
　
し
た
が
っ
て
、
不
動
産
取
引
の
た
め
の
現
況
確
認
徹
底
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
区
別
・
分
離
の
原
則
を
貫
く
こ
と
は
、
と
く
に
建
物
に
つ
き
有

効
で
あ
り
（
し
た
が
っ
て
職
権
調
査
も
登
記
を
前
提
と
す
る
建
物
の
み
に
か
ぎ
る
）
、
土
地
に
つ
い
て
は
（
蒲
露
礁
輝
輝
霧
の
の
遭
難
四
三
謡
識
皆
、
）
、
都

　
　
市
部
で
は
都
市
計
画
の
、
農
村
部
で
は
土
地
改
良
の
た
め
の
現
況
確
認
を
あ
わ
せ
利
用
す
る
便
宜
主
義
の
有
効
性
が
な
お
大
で
あ
る
。
し
か
も
本
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ら
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
の
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
便
宜
性
と
は
、
区
別
・
分
離
の
原
則
を
貫
い
た
上
で
の
、
す
な
わ
ち
登
記
の
た
め
に
こ
れ
ら
確
認

　　

ﾌ
箪
を
蘇
客
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
（
蹴
蓼
藍
等
量
総
髭
始
筆
㌃
靴
驚
総
電
蓄
嘱
購
瀦
厳

　　

ｰ
齢
難
駆
酬
祉
霧
謎
郷
三
略
）
・

の
登
記
が
な
さ
れ
た
り
（
薫
製
㌍
。
。
竺
ご
｝
甦
、

き
流
用
す
る
場
合
（
大
判
昭
和
一
七
。
九
・
一
八
民
団
二
一
巻
八
九
巻
八
九
四
頁
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
権
利
に
関
す
る
登
記
は
無
効
で
あ
る
（
織
饗
誰
8

鵬
雪
雲
駒
繋
醸
鑛
潮
型
鱗
）
。
表
示
を
籍
し
た
者
は
不
利
益
を
蒙
む
る
（
公
信
力
類
似
の
問
題
。
前
節
三
、
第
三
の
問
題
回
参
照
）

は
た
だ
登
記
官
吏
の
職
権
調
査
の
徹
底
以
外
に
は
な
い
（
も
っ
と
も
、
表
示
を
信
頼
す
る
に
し
て
も
、
あ
る
て
い
ど
の
現
地
調
査
は
な
さ
れ
て
よ
い
。
と
く
に
前
者
の
例
で
は
、
第
三
者
の
責
任
も
大
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
　
「
現
況
確
認
」
の
不
正
確
と
、
そ
の
弊
害
の
諸
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
前
節
で
現
況
確
認
の
不
正
確
か
ら
生
ず
る
弊
害
の
性
格
を
考
察
し
、
ひ
る
が
え
っ
て
現
況
確
認
の
目
的
を
追
求
し
た
。
お
わ
り
に
こ
れ

を
補
う
意
味
で
、
紙
数
の
許
す
か
ぎ
り
、
現
況
確
認
の
基
礎
と
な
る
一
不
動
産
一
登
記
用
紙
主
義
を
基
準
に
し
て
、
現
況
確
認
の
不
十
分

な
場
合
の
諸
形
態
と
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
か
ら
生
ず
る
弊
害
の
諸
形
態
に
つ
い
て
の
べ
よ
う
。

　
ω
　
実
質
的
に
見
て
、
ゼ
ロ
不
動
産
一
登
記
用
紙
と
も
い
う
べ
き
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
然
実
在
し
な
い
建
物
に
つ
い
て
虚
偽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
、
滅
失
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
建
物
の
登
記
を
他
の
建
物
に
つ

ゼ
ロ
不
動
産
で
鳳
な
く
て
も
、
そ
の
表
示
が
同
一
性
を
欠
く
程
度
で
あ
れ
ば
、

も
の
で
な
い
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
こ
の
弊
害
の
是
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
さ
ら
に

そ
の
表
示
ど
お
り
の
不
動
産
に
つ
き
対
抗
力
を
取
得
す
る

（
鯖
遡
一
一
斜
提
藷
髄
壕
嘱
墨
葡
酷
媛
霊
魂
継
難
蓼
摯
麟
驚
来
遽
詮
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論　説

霧
鉱
膿
搬
型
輔
砺
を
）
。
こ
の
場
合
も
そ
の
表
示
に
信
頼
し
た
者
は
裏
切
・
り
れ
る
。

②
一
登
記
用
紙
に
、
審
的
最
引
上
数
個
の
不
動
産
が
表
示
さ
れ
る
場
合
（
数
個
不
動
産
一
登
記
用
紙
）
。
一
不
動
産
を
決
定
す
る
客
観
的
規
準

が
あ
い
ま
い
で
あ
る
た
め
（
前
述
三
の
後
段
、
一
不
動
産
一
登
記
用
紙
主
義
の
説
明
、
と
く
に
註
㈲
㎝
を
参
照
）
、
す
ぐ
に
も
所
薯
に
よ
．
て
独
立
の
曳
裂
体
と
な
る
べ
き
不
動
産

が
数
個
、
一
登
記
用
紙
に
登
記
さ
れ
、
の
ち
分
筆
・
分
割
の
登
記
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
別
個
の
表
示
の
登
記
お
よ
び
保
存
登
記
が
な

さ
れ
る
（
し
た
が
っ
て
重
複
登
記
と
な
る
。
）
亦
諏
を
つ
ね
に
は
ら
ん
で
い
る
。
と
く
に
附
属
建
物
（
曇
野
鳥
謙
）
お
よ
び
区
分
さ
れ
莚
物
（
淑

κ
嶽
懸
誕
法
）
に
つ
き
、
生
ず
る
可
能
性
が
大
き
い
。

㈹
一
不
動
産
の
一
部
に
つ
豊
記
が
な
さ
れ
る
場
合
（
一
部
不
動
産
一
登
記
用
紙
）
。
通
常
表
示
上
の
土
地
の
地
積
は
、
実
測
悪
よ
り
小
で
あ
る

こ
と
が
多
い
（
い
わ
ゆ
る
な
わ
延
び
。
）
。
こ
の
土
地
に
つ
き
抵
当
権
設
定
登
記
も
し
く
は
所
有
権
移
転
登
記
す
る
と
き
は
、
本
来
な
ら
ば
表
示
の
変

更
を
し
な
け
れ
ば
却
下
さ
れ
る
（
法
四
九
条
五
号
参
照
）
。
し
か
し
表
示
答
わ
せ
て
現
況
と
異
．
た
申
請
書
を
出
せ
ば
受
理
さ
れ
る
か
ら
、
厳
密
に

言
え
竺
不
動
産
盆
に
つ
い
て
の
登
記
で
は
な
く
（
不
動
産
の
一
部
の
登
記
）
、
表
示
と
現
況
は
不
薮
の
ま
ま
存
続
す
る
。
こ
の
場
合
、
抵
当
権

も
し
く
は
所
有
叢
得
の
対
抗
力
は
実
体
璽
部
（
表
示
上
の
全
部
）
で
は
な
く
、
実
体
の
全
部
に
及
ぶ
か
が
問
題
で
あ
る
（
下
々
臨
膝
縞

畿
蛭
藻
璽
塞
醸
に
蕪
麟
雌
鷲
攣
た
覆
雛
欝
．
紅
藻
鰯
獲
陸
鷺
．
紮
数
羅
誤
蒸

講
編
彫
二
讃
↓
二
毅
駆
）
。
判
例
は
堅
性
の
理
論
で
肯
定
・
否
定
を
決
す
る
（
鰍
押
明
瓢
幽
門
皇
聖
帳
葎
竜
嵌
恥
赫

貴
書
輩
下
言
書
錺
審
嚢
裟
ρ
所
）
。
し
か
し
、
表
示
上
の
地
積
と
実
体
と
が
い
ち
じ
る
し
く
異
る
場
倉
な
お
里
性

を
み
と
め
う
る
か
疑
問
で
あ
る
（
否
定
さ
れ
れ
ば
、
逆
に
土
地
の
全
部
に
つ
き
対
抗
力
を
生
じ
な
い
。
）
。
と
く
錘
物
の
改
築
峯
を
し
た
と
き
、
表
示
を
そ
の
ま
ま
に
す

る
か
、
た
ん
に
表
示
変
更
の
登
記
を
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
は
、
里
性
を
否
定
さ
れ
る
可
能
性
が
さ
ら
に
大
き
い
（
襲
糞
二
舗
醐

離
麓
夢
。
）
。
同
一
性
を
肯
定
さ
れ
れ
ば
、
表
示
変
更
せ
ぬ
か
ぎ
り
こ
こ
に
い
う
不
動
産
の
一
部
の
藷
で
あ
り
、
否
定
さ
れ
れ

ば
、
妻
示
変
更
の
登
記
を
し
て
い
て
も
、
数
個
の
不
動
産
が
一
登
記
用
紙
に
表
示
さ
れ
た
場
景
あ
た
る
（
縮
華
華
詳
蒲
撒
羅
ガ
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●

説芸ム
藷冊

謝
蘇
濡
黎
零
点
賭
鉱
礪
聯
躍
繍
）
。
こ
の
よ
う
に
回
性
判
断
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
以
上
（
叢
瀦
繍
翫
司
仁
炬

頁
は
、
平
家
建
建
物
を
増
築
し
て
総
二
階
建
に
改
造
後
、
抵
当
権
設
定
登
記
し
た
場
合
の
対
抗
力
の
及
ぶ
範
囲
を
、
三
つ
の
結
果
に
分
け
て
い
る
。
　
①
従
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祇
当
権
設
定
登
記
の
対
抗
力
は
、
全
部
な
い
。
　
②
独
立
の
建
物
建
設
と
離
断
さ
れ
れ
ば
、
平
家
建
建

の
建
物
滅
失
、
新
た
な
建
物
建
設
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、

蓄
妾
曾
孫
羅
腿
背
傷
講
棚
趾
襟
否
）
、
建
物
図
面
の
蕎
・
職
権
調
査
の
徹
底
の
ほ
か
に
、
裁
判
所
の
み
な
ら
ず
登
記

審
真
藷
議
毅
）
の
さ
い
で
の
奮
馬
面
．
再
判
断
羅
の
明
確
・
醇
化
こ
そ
が
強
く
皇
嗣
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
建
物
保
護
迭
条
の
借
地
権
に
つ
き
、
建
物
が
奉
上
二
筆
の
土
地
上
に
ま
た
が
．
て
い
て
も
（
嚇
珊
讐
磯
誘
錨

麓
廃
襟
）
、
そ
の
一
筆
だ
け
の
籍
し
か
な
い
場
合
（
実
質
的
な
一
不
動
産
の
一
部
に
つ
い
て
の
表
示
岡
津
。
こ
の
登
記
は
も
ち
ろ
ん
、
建
物
登
記
の
所
在
地
番
と
し
て
表
示
さ
れ
る
（
法
九
一
条
一
号
）
。
）
、
表
示
な

き
他
の
筆
の
土
地
に
も
対
抗
力
が
及
ぶ
か
、
と
い
う
腿
が
あ
る
。
判
例
は
こ
の
場
合
必
ず
し
も
動
揺
が
な
い
と
ば
い
え
な
い
（
綴
影

が
あ
る
が
、
結
論
だ
け
で
か
り
に
分
類
す
れ
ば
、
対
抗
力
を
否
定
す
る
も
の
、
大
判
大
正
二
。
九
・
二
三
民
録
一
九
輯
七
一
七
頁
、
同
期
和
一
四
・
九
・
二

二
全
集
六
三
二
七
号
。
　
肯
定
す
る
も
の
、
大
判
咀
治
三
八
・
一
二
・
一
八
民
録
一
一
輯
一
七
七
二
頁
、
同
昭
和
九
・
九
・
一
二
新
聞
三
七
四
六
号
一
四
頁
、

営
営
響
謙
調
縮
総
繊
謹
捲
塀
ユ
煩
鋸
黙
認
堕
謡
缶
咽
下
）
．
対
抗
力
が
肯
定
さ
れ
れ
ば
、
公
示
力
の
限
界
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

問
題
、
否
定
さ
れ
れ
ば
公
信
力
類
似
の
問
題
を
生
ず
る
。
し
か
も
こ
の
事
例
は
、
申
請
人
の
地
番
表
示
の
誤
り
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
ず
、

建
物
鑑
の
分
筆
に
よ
．
て
も
（
土
地
の
分
筆
登
記
が
行
わ
れ
て
も
、
建
物
登
記
の
変
更
が
放
任
さ
れ
れ
ば
、
建
物
が
分
筆
後
の
ど
ち
ら
の
土
地
上
に
あ
る
か
不
明
。
）
、
生
じ
う
る
。
前
述
の
場
合
と
同
じ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

対
抗
力
が
肯
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
建
物
利
用
上
一
体
の
判
断
基
準
に
つ
き
、
と
く
に
登
記
所
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
明
確
化
傷
劃
一
化
が

幕
さ
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
（
前
節
二
後
半
参
照
）
改
正
登
記
法
の
爺
の
一
部
の
用
談
籍
の
禁
止
だ
け
で
は
、
こ
右
近
の
根
底
に
ふ
れ
た

と
は
い
え
な
い
（
嚢
髪
録
魂
鯉
継
編
洲
鐵
辮
諜
筋
無
漏
廟
螺
箋
鷺
一
畝
鞠
諏
霊
智
磯
繊
蠣
鷺

編
響
、
な
）
。

四
一
不
動
産
に
つ
い
三
つ
呈
の
登
記
用
紙
が
秘
吠
け
ら
れ
た
場
合
（
一
不
動
産
二
登
記
用
紙
）
。
ま
ず
覆
審
（
謬
懸
蕪
、
）
が
こ
れ

に
当
る
。
従
来
き
わ
め
て
蕩
が
多
く
、
現
況
確
認
の
悪
血
か
ら
生
ず
る
弊
害
例
の
圧
倒
的
姦
を
し
め
る
（
こ
れ
は
判
例
数
か
ら
も
十
分
推
測
し
う
る
。
）
。

バ
イ
ン
ダ
弐
登
記
簿
採
嬰
契
機
に
、
建
物
登
記
簿
は
家
屋
番
偏
編
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
．
た
の
で
（
撤
丁
零
塾
難
謙
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寵
鷲
舗
壁
書
轟
雛
咬
）
、
こ
れ
以
後
は
滅
少
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
跡
を
絶
．
た
と
は
い
え
な
い

（
監
謙
掻
。
禰
髄
笥
些
三
舞
畷
購
矯
　
ハ
設
謂
髄
鞘
罷
翌
辞
瓢
眠
醗
榊
葉
詔
甜
諜
腱
）
．
建
物

所
鑑
番
を
異
に
す
る
第
二
の
登
記
申
請
が
罵
孟
さ
れ
た
り
（
実
際
は
同
一
建
物
。
前
掲
昭
和
二
八
年
判
例
の
場
合
。
）
、
建
物
鑑
後
第
二
の
登
記
申
請
が
受
理
さ

れ
た
り
（
前
掲
昭
和
二
九
年
判
例
の
場
合
）
、
す
で
に
既
登
記
の
建
物
な
る
に
も
か
か
わ
・
り
ず
、
未
詳
不
動
産
と
し
て
職
権
前
提
保
存
登
記
が
な
さ
れ
た

り
（
前
掲
判
例
最
高
判
昭
和
」
二
一
年
の
場
合
）
、
さ
ま
ざ
ま
の
か
た
ち
で
覆
登
記
が
生
じ
う
る
。
重
要
記
は
原
則
的
に
は
第
二
の
登
記
が
無
効
と
さ
れ
る

が
（
大
判
大
正
四
・
・
一
〇
・
二
九
生
録
二
一
輯
一
七
八
八
頁
、
同
旨
、
前
掲
大
阪
高
判
昭
和
二
九
、
神
戸
地
決
定
昭
和
三
一
、
最
高
判
昭
和
三
一
。
）
、
も
し
、
第
一
の
登
記
が
い
ち
じ
る
し
く
実
体
と
異
倹
第
二
の
登

記
が
合
致
す
る
と
き
は
、
第
二
の
登
記
が
有
効
と
な
る
（
大
判
昭
和
四
・
四
・
六
民
集
八
巻
三
八
四
頁
、
同
旨
、
前
掲
大
阪
高
唱
昭
和
二
八
年
目
）
。
前
者
の
場
合
は
第
二
の
登
記
の
表

示
の
信
頼
が
、
後
者
の
場
合
は
笙
の
登
記
の
表
示
の
信
頼
が
裏
切
・
り
れ
る
（
公
信
力
類
似
の
問
題
が
惹
起
す
る
）
。
恥
躰
臨
海
の
基
準
が
明
確
・
蟄

へ化
さ
る
べ
き
こ
と
、
前
述
②
の
場
合
に
同
じ
。

　
さ
ら
に
こ
の
場
合
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
建
物
が
滅
失
し
な
い
の
に
、
滅
失
し
た
も
の
と
し
て
抹
消
登
記
を
し
、
別
個
に
登
記
を
し

た
場
合
が
あ
る
。
前
の
登
記
は
回
復
登
記
に
よ
っ
て
復
活
し
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
後
の
登
記
は
無
効
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
な
さ
れ

た
後
続
登
記
も
ま
た
同
様
で
あ
る
（
大
判
昭
和
　
七
。
九
・
一
八
民
集
三
巻
八
九
四
頁
、
第
二
の
登
記
用
紙
に
な
さ
れ
た
抵
当
権
設
定
登
記
に
対
抗
力
な
し
、
と
判
示
。
）
．
第
二
の
籍
の
信
薯
は
不
利
益
を

蒙
り
、
公
信
力
類
似
の
問
題
が
生
起
す
る
。
こ
の
場
合
は
ひ
と
え
に
職
権
調
査
の
徹
底
に
か
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
○

　
　
　
　
わ
が
国
登
記
法
研
究
の
道
を
開
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
舟
橋
諄
一
教
授
の
還
歴
を
お
祝
い
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
な
い
こ
の
稿
を
捧
げ
、
日
頃
の
学
園
を
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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